
a日時  b場所  c内容  d対象  e定員  f講師  g料金  h持ち物  i申し込み  j問い合わせ  kホームページ  lファクス  mメール  n田無庁舎  o保谷庁舎凡例

No.399
平成29年（2017）

115
人口と世帯
総人口 19万9,790人

（−27）
平成29年１月１日現在　※（　）は先月比

●住民登録 〈うち外国人住民〉
人口 ／19万9,790人（−27） 人口 ／3,889人
男 ／ 9万7,547人（−32） 男 ／1,972人
女 ／10万2,243人 （＋5） 女 ／1,917人

世帯 ／  9万4,692 （−35） 世帯 ／2,290

庁舎統合方針を決定しました

田無庁舎を活用した「暫定的な対応方策」を当面の方策とする1
　喫緊の課題である保谷庁舎の老朽化と耐震対応を早期に図るとともに、二庁舎体
制の課題の一定程度の解消を目指し、平成32年度までに保谷庁舎は取り壊し田無
庁舎市民広場に仮庁舎を整備したうえで、保谷庁舎機能を田無・保谷庁舎敷地に再
配置する「暫定的な対応方策」を当面の方策とします。

平成45年度を目途に「庁舎統合」を実現する2
　「庁舎統合」は、引き続き市民への丁寧な情報提供や全市的な議論につなげる取組
を進めるとともに、財政的な担保である庁舎整備基金への十分な積立期間を確保す
るため、田無庁舎の耐用年数の目安である平成45年度を目途に実現します。

「統合庁舎」の位置は、市中心エリアでの統合を視野に検討する3
　「統合庁舎」の位置は、合併市特有の課題も抱えており、市民意向や市全体の配置
バランスを考慮することが重要であることから、市中心エリアにおける統合の可能
性について検討します。
□庁舎統合に向けた工程

庁舎統合に向けた基本方針

　本市は、平成13年１月の合併以来、田無庁舎および保谷庁舎の両庁舎を活用し
た「一市二庁舎体制」により、市政運営を行ってきました。
　しかし現在の二庁舎体制では、「財政負担の継続」「市民サービスへの影響」「業務
効率の低下」などの課題があります。加えて保谷庁舎は、老朽化と耐震対応が喫緊
の課題となっています。
　この保谷庁舎の課題を解決するとともに、二庁舎体制の課題についても一定程度
の解消を目指し、庁舎統合に向けた３つの基本方針を定めました。
� ◆企画政策課n（p042－460－9800）

□保谷庁舎機能の再配置イメージ

暫定的な対応方策

←　　　第2次総合計画　　　→← 　　 　　　   第3次総合計画　　 　　　    →
和暦 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45～
西暦 '16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 '24 '25 '26 '27 '28 '29 '30 '31 '32 '33～
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※統合庁舎の位置によっては、用地取得や仮設庁舎の整備などが必要になります。

（H32～44）暫定的な対応方策
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田無庁舎敷地側 保谷庁舎敷地側
≪田無庁舎・仮庁舎≫
企画部・総務部・市民部・健康福祉部・子
育て支援部・生活文化スポーツ部・会計課・
議会事務局・教育部・選挙管理委員会事務
局・監査委員事務局・農業委員会事務局
≪イングビル≫
市民会議室

≪防災・保谷保健福祉総合センター≫
総務部（施設管理）・危機管理室・市民部（総
合窓口）・健康福祉部（健康課・相談窓口）
≪東分庁舎≫
都市整備部・教育部（教育情報）
≪エコプラザ西東京≫
みどり環境部

※現時点での想定配置（下線部は保谷庁舎側から移転する部署）

事案名　庁舎統合方針（案）【改定版】◆企画政策課n（p042－460－9800）
【公表日】１月６日　【募集期間】11月８日～12月７日　【意見件数】120件（36人）

お寄せいただいた主な意見 検討結果
合併前から田無駅近くに住んでいるため、
市の主要施設は田無駅の近くにという思い
があったが、合併前の保谷対田無という対
立を超えて新しい西東京市を作っていくた
めに、田無に固執する考えは捨てるべきと
思うようになった。田無とひばりが丘の間に、
第三の市の拠点として統合庁舎を建て、そ
こを中心に町が発展していくグランドデザ
イン的なものの提案を楽しみに待っている。

統合庁舎の位置は、本市が合併市特有の
課題も抱えており、市民意向や市全体の
配置バランスを考慮することが重要で
あることから、市中心エリアにおける統
合の可能性について検討します。決定時
期は、第２次総合計画・後期基本計画に
おける取組として、平成31～35年度に
かけて検討・決定します。なお、この統合
の可能性によっては、現在の庁舎敷地で
の統合についても検討します。

いかにして市民の関心を高め合意形成を行う
かは、とても難しいことだ。今後、市民への情報
提供とともに、市民参加の手法を工夫すると思
うが、できるだけ幅広い市民の声を反映させる
ための仕掛けが必要だ。
市民の中には声を発しない人、発することがで
きない人もたくさんいるが、そうした人たちに
も思いを寄せ、ベストな選択をするのが行政の
仕事だろう。職員には行政のプロフェッショナル
としての力量を高め、本当の意味で市民のため
に働いていただきたい。

庁舎統合に関する取組については、こ
れまで市民説明会およびパブリックコ
メントをはじめ、市民意識調査やパネ
ル展示などを実施し、市民の皆さんへ
の丁寧な情報提供と意見聴取・意見交
換などを行ってきました。
引き続き、丁寧な情報提供・意見聴取
を実施するとともに、全市的な議論に
つなげる取組を検討していきます。

　下記の一覧表は、市民の皆さんからお寄せいただいた意見を要約し、市の考え
方をまとめたものです。
　全文は、情報公開コーナー（両庁舎１階）・市kをご覧ください。

寄せられた意見の概要や市の検討結果を
お知らせします

パブリック
コメント
検討結果

　11月28日～12月３日に行われたIPC世界選手権B-pool苫
小牧に、市民の高橋和廣選手が日本代表として出場。２位
となり、パラリンピック最終予選出場とA-pool昇格が決定
しました。

� ◆スポーツ振興課o（p042－438－4081）

市内の情報をお届けします

スポーツ応援編
大好きです

西東京
　　　　　  アイススレッジホッケー　　　　　 　

□アイススレッジホッケー
　「アイスホッケー」のルールを一部変更したパラリンピック種目で、
スレッジという専用のそりに乗り両手にスティックを持ってプレー
します。「氷上の格闘技」と呼ばれる非常に激しいスポーツです。

銀メダルを手にする高橋選手

多摩六都科学館ナビ

a２月25日㈯午後１時30分～３時
d小学５年生以上
e24人（申込多数の場合は抽選）
f石井文由さん（明治薬科大学セルフメ
ディケーション学研究室（共催）教授）
g大人500円・子ども200円　
i２月13日㈪（必着）までに、jのkから

またははがきで、イベント名・住所・
氏名・年齢（学年）・電話番号をjへ
※参加者にのみ参加券を送付
j多摩六都科学館
（〒188－0014芝久保町５－10－
64・p042－469－6100）
休館日：月曜日、１月24日㈫～26日㈭

　「ちょっと不調だな」「栄養が足りてないな」。そんな時、サプリメントは役に立
つ？�病気の治療にはやっぱり薬が必要？�栄養士さんや薬剤師さんがサプリメン
トや薬を必要としない納得の理由に迫ります！

くすりを飲まない薬剤師、サプリを飲まない栄養士

仮庁舎 イング
ビル

田無庁舎

防災・災害対策機能の集約
【危機管理室・みどり環境部・都市整備部など】

市民サービス機能の集約
【市民部・健康福祉部・子育て支援部・教育部など】

出張所
コンビニエンス

ストア

エコプラザ
西東京

保谷庁舎
（取り壊し）

防災・保谷
保健福祉

総合センター
東分
庁舎

南分
庁舎

新たな
窓口機能

図書館
公民館

庁舎統合方針【概要版】は、１月中旬以降に企画政策課（田無庁舎
３階）・情報公開コーナー（両庁舎１階）・出張所へ設置します。

●十分な市民参加が必要
●�市中心エリアでの庁舎統合は実現で
きるのか

●暫定的な対応方策についての理解
●窓口機能の分散化も検討すべき

●保谷庁舎跡地の窓口機能はどうなるのか
●両庁舎間の交通利便性を向上してほしい
● �新たな用地を取得してまでの庁舎統
合には反対

●仮庁舎整備について反対

庁舎統合方針（案）【改定版】に関する市民説明会・パネル展示での主なご意見


